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，13. 最近経験した重症無石胆嚢炎の検討
田辺政裕，田 紀克，笠IJ 崇正 
碕義和(国保・成東)1山
無石胆嚢炎は，一般に慢性例が多いが稀に急性に病状
が進行し，結石を証明出来ないため手術時期を失ってし
まう重症例がある。 我々 は， 非胆道系手術， 無石性胆
嚢管閉塞，動脈硬化症を原因とする重症例を 4例経験し
た。全例に上腹部癌，発熱，黄症の 3徴候を認め，肝機
能障害を伴っていた。 
44. 空腸平滑筋肉腫を伴った総胆管膝管重複癌のー
治験例
坪井秀一，入江氏康，塩田彰郎
(塩谷病院)
症例は， 56歳，男。約 1ヶ月前より黄痘増強，全身倦
怠にて来院す。 PTCにて総胆管は最大径30mmに拡張
し，給、胆管下部は陰影欠損を呈した。勝頭十二指腸切除
術施行し，総胆管下部及び牒管関口部に癌腫あり，互に
組織学的連続性なく，空腸妓膜面にも径約 2cmの平滑
筋肉腫があった。術後 7ヶ月を経た現在，元気に外来通 
倖管重複癌1.，院中である。尚，調べ得た所では，総胆管
症例の報告は 117'iJもなかった。 
45. 胃癌肝転移における肝シンチグラム所見と手術
所見の比較検討
石川達雄(放射線医学研究所病院部)
二宮ー，骨野文豊(県立・佐原)
胃癌における肝シンチグラフイ一の診断
開腹手術例3お炉例61F4列から，シンチグラム所見と手術所見を比
較する事により検討を行い，次の結果を得た。 (1)肝シ
ンチグラフィーの診断率は， 67%であり，肝転移発見率
は， 50%であった。 (2)シンチグラム診断に及ぼす因子
は，転移巣の大きさ，シンチグラフィーの呼吸性移動及
び，肝下縁欠損が挙げられる。 (3)シンチグラフィーで
発見可能な転移巣の大きさは 3cm以上であった。 
46. 食道裂孔ヘルニアの 2，3の考察
神津照雄，堀江弘，円山正博
黄田江庭(長生病院)
食道裂孔ヘルニア20症例の食道炎発生因子を胃液酸
度，・コンゴーレッドを用いへノレニア胃粘膜の塩酸分泌
能，前傾姿勢の有無ょ n検討した。 18例に食道炎を認め
た。年代別に低酸，過酸でも食道炎があり，潰!鹿はへ 1レ
ニア胃粘膜に塩酸分泌をみる症例に観察され，前傾姿勢
につれてその頻度が高い。ヘルニア胃粘膜に塩酸分泌能
を有しない症例はびらんまでの変化であった。 5cm以
上の口側への食道炎の広ろがりは前傾姿勢と低酸症が関
与した。 
47. 胆道鏡併用に依る肝内結石症の治療
丸山達興，大西盛光，関幸雄
中村宏，大川昌権(川鉄病院)
肝内結石症に対して，乳頭形成術と，術中術後の胆道
鏡による砕石摘出術を併用して，優れた成績を上げる事
ができた。肝内胆管に狭窄のない 3例では，術中砕石術
の効果により，結石は術後自然排出されたが，狭窄のあ
った 2例では，全結石を摘出するために，各々， 4回， 
8回，の術後砕石術を必要とした。 
48. 噴門切除術後の重症合併症の一治験例(長期間 
IVH施行例)
中村宏，大西盛光，関幸雄
丸山達興，大川昌権，岡庭群二
中村雅一(川鉄病院) 
41歳の噴門癌患者の術後縫合不全に対して IVHを施
行した。縫合不全に次いで出血ショックや重症肺合併症
を併発したが， 146日間の長期 IVH並びに強力な化学
療法の結果術後210日で治癒退院せしめ得， IVHの有効
性を再確認した。 
49. 転移性肝癌に対する我々の治療方針

特に抗癌剤動注療法の効果

劉崇.正，田紀克，田辺政裕
山崎義和(国保・成東)
転移性肝癌に対して，抗癌剤動注療法を中心として， 
MQFC療法， 経口剤， OK 432の長期投与を併用した
化学療法を施行し好結果を得た。 8例中 6例に 0・B以
上の効果がみられ， 1年半生存例が 2例あり，平均生存
期間は9.4ヶ月であった。 
50. PTCにより術前診断をした胆のう微小癌の一例
鈴木昭一，中山博，小沢弘佑
大津鏡(沼津市立)
症例は73歳の女性。主訴は全身倦怠感である。 DIC
により胆のうは造影されず，次第に黄症も出現してきた
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ので， PTじを行った。総胆管結石とともに胞のうに陰
影欠損を認め，胞のう癌と診断した。胆摘及び乳頭形成
術を行なった。所属リンパ節の腫張はみられず，胞のう
内には.ピリノレピン石17個存在。底部に小立大から大豆大
のポリープが 6個あり，乳頭状腺癌であった。浸潤は筋
層までで柴膜下層には達していなかった。 
51. 	 四年間の経過を追った胃癌の一治療例
小柳朝明，広田和俊.大矢和光
(広田胃腸病院)
長尾孝一(千大・病理)
症例は44歳の男性で， S47. 4に胃癌と診断され，手
術を拒否し， 猿のこしかけ， 丸山ワクチンの投与を行
い，一時は小康を持ったが， S50. 6吐血，下血し，又
臨|門狭窄のため心寵部痛が出現した。 S51. 6に開腹
し，胃癌はAに占居し， Stage m(S2HoPoNo)で胃切除
術を行った。組織学的には，管状腺癌で巨大潰療(3.5x 
5.5cm)の』工門側，口側に癌の残存がみられ， 又1貴揚縁
に緊域の残存がみられ， 極上の MoagnantCycleを繰
返しながら進展したものと考える。 
52. 	 Insulinomaの一治験例
星野豊，大久保恵司，平野和哉
(県立・東金)
最近，われわれは稀なるインスリノーマの一例を組験
したので報告する。
症例は， 60歳男性，主訴は，発汗と振戦を伴う意識消
失発作で，既往歴は，昭和49年，胃噴門切除を受けてい
る。家族歴に著変なし。現病歴は，昭和51年2月より上
記症状が出現し，同年 5月，精査のため当院入院。入院後
も数回発作があり，発作時血糖値は， 50mg/cll~20mg/dl 
で，糖質投与により速かに改善している。インスリノー
マが疑われ， 撰択的腹腔動脈造影， ERCPが行われた
が腫療像はつかめなかった。しかし，インスリン値が高
いこと， Whippleの三徴を満すこと等により開腹， 砕
の比較的軟な硬結を触6mm，.5を精査するに，尾部に 
れ，同部の凍結迅速切片により腺腫を証明し，牌体尾部
切除を行った。切除により術中の血糖値は急上昇し，文，
インスリン値は正常に復した。 
53. 	 胃石症の一例
小川幹雄，曾広煙，橋詰定明
(鴨J!I市立長狭国保病院)
胃切除(ピソレロート I法)と胆のう摘出の既往のある 
50歳の農夫で残胃にできた胃石が 2つにわれて， 1つが
十二指腸に行きイレウスを起した。開腹摘出した胃石は
十二指腸に行ったものは 4cm X 4 cm x 6 cm，胃内に残
っていたもの 4cm X 4 cm x 4 cmで、合計重量は153grで
あった。肺胃石と推定されるが，胃液は無酸で潰虜形成
は認められなかった。 
54. 	 ニューヨークにおける腎移植の経験
柏原英彦(国立佐倉療養所) 
1975年より 1年半，ニューヨーク市ブノレックリン区に
ある DownstateMedical Center (DMC)へ留学する
機会を与えられました。 ここは年間腎移植1?"IJIO例に達
する移植センターであり，死体腎移植は70%を占めてい
る。そこで，千大， 東女医大， 東大医科研， 国立佐倉
で行った，同一死体より 2症例へ腎移植を行う同時2症
例 10pairと， DMCでの 34pairについて検討しまし
た。 2症例とも機能の回復する率は各々60%と同じでし
たが， 両腎とも回復出来なかった pairは我々の方が少
かった。術後透析は，我々の例では60%に必要とした
が， DMCでは30%であった。ここでは全例10時間以上 
72時間まで機械で保存されていた。又2腎の生着率は，
我々の方が良好であった。現在の我が国の死体腎移植
は厳しい条件下で行われているが，成績は欧米に比し決
して劣らず，一例でも多く移植出来るよう努力してゆき
、。Uた 
55. 	 大動脈腸骨動脈閉塞症の手術
西沢直，田宮達男，伊藤進
(国立千葉) 
10例に外科的治療を行ない， 8例は内中膜華1I離切除術， 
2伊lは人工血管バイパス法で、あった。 1例のバイパスは
術後肺合併症で失なったが，残り 9例の血管関存は良好
で，最長5年の経過である。下部大動脈・大動脈分岐部
に及ぶものでも内中膜剥離術で合併症なく，可及的に人
工血管使用は避けている。 
56. 	 体外循環における microembolism対策
-超音波血流計の応用一 
0田宮達男，西沢直(国立・千葉) 
microembolism対策は関心術の重要課題の一つであ
るが，市販の mlcro五lterは何れも加圧櫨過式で，出血
傾向を誘致する。私共は開発中の酸化槽容量可変式人工
肺に自然滞過式 micro五lter導入し， microembolism 
